
　

その他

＜第三者委員会の意見・反映内容＞
　対応方針（原案）に対して審議を行った結果、「事業を継続」で了承された。

＜千葉県の意見・反映内容＞
･成田国際空港の更なる機能強化は、我が国の国際競争力の強化や空港周辺地域の発展を図るためにも重要な事業であることから、引き続き
継続するものと考える。
･事業の継続にあっては、国、県、空港周辺9市町、空港会社の4者で合意した内容に基づき、引き続き周辺地域の理解と協力を得られるよう丁
寧な説明と充分な配慮を行った上で令和10年度末までにB滑走路の延伸及びC滑走路の供用が図れるよう着実な事業を推進していただきたい。
･機能強化により航空旅客数や貨物取扱量が増加することの効果を空港周辺地域に波及させ、空港の発展が地域の発展に繋がるよう、空港ア
クセスの改善や空港周辺地域の国際的な産業拠点の形成に向け積極的に取り組まれたい。

コスト縮減や代替案立
案等の可能性

･事業費は、現時点で約30％の増額が予想されている。この事由の分析によると今後の大幅なコスト増の要素は限定的であるものと考えている
が、今後本格工事にあたっては一定の不確定要素が見込まれる。
･事業の継続にあたっては、事前の調査等を十分に進めてコスト増加の抑制に努めるとともに、工法の工夫等によってコスト削減にもなお一層努
めることが必要である。

対応方針 継続

対応方針理由
　当該事業は、我が国全体の航空輸送上極めて重要な事業であり、事業費の増加を踏まえても経済効果が十分であることに加え、積極的な環
境保全や地域振興に貢献するものとして、事業を継続することが妥当である。

社会経済情勢等の変化
　令和2(2020)年のコロナ禍発生により国内外の経済は急激に冷え込み、世界的な旅行需要が急減した。令和3(2021)年頃を底に回復基調にあ
るが世界経済はコロナ禍前の4～5年遅れ、世界の航空需要は5～6年程度の遅れとなっている。また、日本経済も世界経済と同様の傾向である
が、同時に円安の進行で、日本人の海外旅行需要回復は低調で国内旅行需要の回復が先行している。

主な事業の進捗状況
・B滑走路延伸及びＣ滑走路増設の早期完成に向け、埋蔵文化財調査や測量調査などを継続実施中。
・B滑走路延伸部は、令和4(2022)年10月に東関東自動車道切り回し道路工事を着手し、令和6(2024)年7月から切り回し道路を供用開始。
・C滑走路増設部は、令和5(2023)年12月から高谷川等排水整備工事に着手。

主な事業の進捗の見込
み

・令和10(2028)年度末の供用開始を目指し事業を推進する。
・国、千葉県、周辺9市町、成田国際空港株式会社で構成される四者協議会において合意を得て進めている事業であり、着実に現場調査や準備
工事等を進捗させていることを踏まえても、工期が顕著に伸びるという積極的な理由は現時点では認められない。

感度分析

事業の効果等

【首都圏空港の空港発着容量の増加】
・本事業の実施により、羽田空港と合わせた首都圏空港の年間発着容量が約100万回となり、今後増大する航空需要に対応可能となる。

【航空貨物の輸送力向上】
･全国の空港で取り扱う国際航空貨物のうち、現状の成田空港のシェア(金額ベース)は68.2％（令和5(2023)年実績）と高く、本事業によって輸送
時間や費用の低減、運航頻度の増加等による便益が見込まれる。

【積極的な地域貢献・環境への取り組み】
･本事業を契機とし、ネイチャーポジティブな視点も重視した環境への積極的取組みや事業に伴う施設整備による空港周辺の空間整備の質的向
上、さらには空間整備と連動させた積極的な地元の価値創造に大いに貢献することが見込まれる。

残事業の投資効率性 2.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業全体のB/C　　　　残事業のB/C
需　　　要　（－10％ ～ ＋30％）　　　　　　2.2  ～  3.3　　　　　　　2.5　～  3.7
建 設  費　（＋10％)　　　　　　　　　　　　　　 　　2.3  　　　　 　　　　　　　2.5
建設期間　（＋10％ ～ －10％）　　　　　　2.4  ～  2.6　　　　　　  2.7  ～  2.9

B:総便益
(億円)

42,142 C:総費用(億円) 15,216 継続B/C

便益の主な根拠

事業全体の投資効率性

基準年度 令和6年度

【便益の内訳】
　利用者便益：30,925億円
     うち時間短縮・費用削減効果：28,457億円（国内：192億円、国際：28,265億円）
　        運 航 頻 度 増 加 効 果 ： 2,468億円（国内：  39億円、国際：  2,429億円）
　供給者便益：-86億円
　        収入：　 8,525億円（着陸料・停留料収入：7,465億円、航行援助施設使用料：1,060億円）
          支出：   8,611億円（管制費：152億円、環境対策費・維持補修費：8,459億円）
　残存価値：11,302億円

【主な根拠】
  前提とする旅客数（基本ケースで発着容量（50万回）に到達する2070年度の場合）
　 ・旅客合計：8,298万人（国際線旅客：7,590万人、国内線旅客：708万人）
  予測に用いた前提条件：四段階推計法に基づく体系による。
　 ・国内経済成長率：2023-24年度は、「令和6年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」(令和6年1月22日閣議決定)
　　     　　　　　　　　　2025-44年度は、基本ケースはコロナ禍前直近10年(09-19暦年)のGDP平均変化量を加算して設定、上位ケースは
　　　　　　　　　　　　　内閣府「中長期の経済財政に関する試算（令和6年1月22日経済財政諮問会議提出）」における成長実現ケースで設定
　 ・将来人口：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」(令和5年12月推計）の出生中位・死亡中位ケースを採用。
   ・海外経済成長率：IMF予測値等から設定。
　 ・航空機材（便あたり旅客数）：成田空港における平成31(2019)年の方面別実績値から設定。

7.1
B:総便益
(億円)

42,142 C:総費用(億円) 17,006 全体B/C 2.5 B-C 25,135
EIRR
（％）

目的・必要性

＜解決すべき課題・背景＞
・全国・首都圏の航空需要が増大する中で、本事業により首都圏空港の年間発着容量は約100万回と世界の都市間競争に伍していく水準に向
かうとともに、首都圏空港の容量制約解消に大きく貢献。
・本事業により、成長著しいアジア等の成長力を取り込み、全国、関東、空港周辺地域で、訪日外国人旅行者の更なる受入れに貢献し、産業・都
市の国際競争力強化や地域活性化に寄与していくことが必要。

＜達成すべき目標＞
成長著しいアジア等世界の成長力取り込み
・産業・都市の国際競争力強化
・訪日外国人の増加への対応（2030年訪日外国人旅行者数6,000万人）
・日本全国の地域活性化

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化
・施策目標：航空交通ネットワークの強化

主な事業の諸元 将来の航空需要に適切に対応するため、B滑走路の延伸（2,500m⇒3,500m）及びC滑走路の増設（3,500m）を実施する。

事業期間 事業採択 令和元年度 完了 令和10年度末

総事業費（億円）
6,707（成田国際空港㈱事業:6,440、
国事業(管制塔、無線施設、気象施
設):267）

残事業費（億円）
5,049（成田国際空港㈱事業:4,802、
国事業(管制塔、無線施設、気象施
設):247）

事業名
（箇所名）

成田国際空港B滑走路延伸及びC滑走路増設事
業

担当課
航空局 航空ネットワーク部
首都圏空港課 事業

主体
成田国際空港株式会社

担当課長名 川島　雄一郎

実施箇所 千葉県成田市
評価
年度

令和6年度

該当基準 事業採択後長期間（5年間）が経過した時点で継続中の事業

再評価
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成田国際空港Ｂ滑走路延伸及びＣ滑走路増設事業

費用便益の概要

主な便益

単位当りの便益
単位 備考 単位

時間短縮・費用低減効果 4,644 円／時
計測方法については、「空港整備事業
の費用対効果分析マニュアルVer.4」
を参照

3,709 億円/年

運航頻度増加効果 3,113 円／LN週便 〃 320 億円/年

供給者便益
着陸料収入・

航行援助施設利用料等
－ － 〃 222 億円/年

注1：利用者便益における原単位は、旅行目的別原単位の平均値を表示している。
注2：便益（代表年）については最大便益を得る年度（2060年度）の数値（割引前）を表示している。

主な費用

　費用項目

　事業の対象施設 滑走路、誘導路、エプロン、管制施設、無線施設、気象施設等

項目 区分
便益（代表年）

利用者便益

土木工事費（滑走路、誘導路、エプロン等）、建築工事費（管制塔等）、その他施設費（無線・気象施設）、
用地造成費、用地取得費、補償費、改良・再投資費



成田国際空港B滑走路延伸及びC滑走路増設事業 成田国際空港B滑走路延伸及びC滑走路増設事業

費用便益計算表(割引前) 費用便益計算表(割引後) EIRR= 7.1% NPV= 25,135 億円

B/C= 2.5

(百万円) (百万円)

施設運営
期間

初期投資
更新投資
コスト

総費用（C）
利用者
便益

供給者
便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

施設運営
期間

社会的
割引率

初期投資
更新投資
コスト

総費用（C）
利用者
便益

供給者
便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2019 0 0 0 0 0 0 0 2019 1.22 0 0 0 0

2020 7,561 0 7,561 0 -3,000 0 -3,000 -10,561 2020 1.17 8,845 8,845 0 -3,510 -3,510 -12,355

2021 28,901 0 28,901 0 -6,178 0 -6,178 -35,079 2021 1.12 32,509 32,509 0 -6,950 -6,950 -39,459

2022 75,947 0 75,947 0 -13,409 0 -13,409 -89,356 2022 1.08 82,144 82,144 0 -14,503 -14,503 -96,647

2023 53,368 0 53,368 0 -14,793 0 -14,793 -68,161 2023 1.04 55,502 55,502 0 -15,385 -15,385 -70,887

2024 124,542 0 124,542 0 -18,051 0 -18,051 -142,592 2024 1.00 124,542 124,542 0 -18,051 -18,051 -142,592

2025 91,965 0 91,965 0 -14,444 0 -14,444 -106,409 2025 0.96 88,428 88,428 0 -13,888 -13,888 -102,316

2026 85,650 0 85,650 0 -14,196 0 -14,196 -99,847 2026 0.92 79,188 79,188 0 -13,125 -13,125 -92,314

2027 96,775 0 96,775 0 -9,412 0 -9,412 -106,187 2027 0.89 86,032 86,032 0 -8,367 -8,367 -94,400

2028 107,807 0 107,807 0 -9,226 0 -9,226 -117,034 2028 0.85 92,154 92,154 0 -7,887 -7,887 -100,041

2029 1 4,091 0 4,091 0 -9,984 0 -9,984 -14,075 2029 1 0.82 3,363 3,363 0 -8,206 -8,206 -11,569

2030 2 13,280 95 13,375 0 -9,602 0 -9,602 -22,977 2030 2 0.79 10,495 75 10,570 0 -7,589 -7,589 -18,159

2031 3 36,380 213 36,593 0 -9,272 0 -9,272 -45,865 2031 3 0.76 27,646 162 27,807 0 -7,046 -7,046 -34,853

2032 4 85,224 580 85,804 0 -9,331 0 -9,331 -95,135 2032 4 0.73 62,272 424 62,696 0 -6,818 -6,818 -69,514

2033 5 113,234 27,690 140,924 0 -8,735 0 -8,735 -149,659 2033 5 0.70 79,556 19,455 99,011 0 -6,137 -6,137 -105,148

2034 6 177,866 1,067 178,932 0 -7,512 0 -7,512 -186,444 2034 6 0.68 120,160 721 120,880 0 -5,075 -5,075 -125,955

2035 7 149,728 6,117 155,845 11,127 -6,544 0 4,583 -151,262 2035 7 0.65 97,260 3,973 101,234 7,228 -4,251 2,977 -98,257

2036 8 40,830 8,905 49,735 26,446 -5,195 0 21,251 -28,484 2036 8 0.62 25,502 5,562 31,065 16,518 -3,245 13,274 -17,791

2037 9 23,870 17,713 41,583 41,807 -4,228 0 37,579 -4,004 2037 9 0.60 14,336 10,638 24,974 25,108 -2,539 22,569 -2,405

2038 10 25,210 7,659 32,869 57,205 -2,063 0 55,143 22,273 2038 10 0.58 14,558 4,423 18,981 33,035 -1,191 31,844 12,862

2039 11 5,460 8,732 14,192 72,605 -786 0 71,819 57,627 2039 11 0.56 3,032 4,849 7,880 40,315 -436 39,879 31,998

2040 12 7,226 15,780 23,006 88,005 220 0 88,225 65,219 2040 12 0.53 3,858 8,425 12,283 46,986 118 47,104 34,821

2041 13 15,832 21,545 37,377 103,460 1,169 0 104,629 67,252 2041 13 0.51 8,128 11,061 19,189 53,114 600 53,714 34,525

2042 14 52,509 83,258 135,766 118,915 2,130 0 121,045 -14,721 2042 14 0.49 25,920 41,098 67,018 58,700 1,051 59,751 -7,267

2043 15 51,423 62,219 113,642 134,371 3,731 0 138,101 24,460 2043 15 0.47 24,407 29,532 53,939 63,778 1,771 65,549 11,610

2044 16 0 34,720 34,720 149,826 4,713 0 154,539 119,819 2044 16 0.46 15,846 15,846 68,379 2,151 70,530 54,684

2045 17 1,800 16,412 18,212 165,282 5,719 0 171,000 152,788 2045 17 0.44 790 7,202 7,992 72,531 2,510 75,041 67,048

2046 18 90 37,182 37,272 180,444 6,746 0 187,190 149,918 2046 18 0.42 38 15,689 15,727 76,139 2,846 78,986 63,259

2047 19 207 23,608 23,814 195,890 7,777 0 203,667 179,853 2047 19 0.41 84 9,578 9,662 79,478 3,155 82,633 72,971

2048 20 2,708 32,871 35,579 211,668 8,835 0 220,502 184,923 2048 20 0.39 1,056 12,824 13,880 82,576 3,447 86,023 72,143

2049 21 4,725 54,560 59,285 227,743 10,371 0 238,114 178,830 2049 21 0.38 1,772 20,466 22,239 85,430 3,890 89,321 67,082

2050 22 11,185 28,603 39,788 244,122 11,475 0 255,597 215,809 2050 22 0.36 4,034 10,317 14,351 88,052 4,139 92,191 77,840

2051 23 2,815 85,636 88,451 259,388 13,664 0 273,052 184,601 2051 23 0.35 976 29,700 30,676 89,960 4,739 94,699 64,023

2052 24 0 44,313 44,313 274,939 14,588 0 289,527 245,214 2052 24 0.33 14,777 14,777 91,686 4,865 96,551 81,773

2053 25 0 38,633 38,633 290,751 15,531 0 306,281 267,649 2053 25 0.32 12,388 12,388 93,230 4,980 98,210 85,822

2054 26 0 14,285 14,285 306,829 16,492 0 323,321 309,035 2054 26 0.31 4,404 4,404 94,601 5,085 99,686 95,281

2055 27 0 24,199 24,199 323,179 17,471 0 340,650 316,451 2055 27 0.30 7,174 7,174 95,810 5,179 100,989 93,815

2056 28 0 13,907 13,907 338,500 18,382 0 356,882 342,975 2056 28 0.29 3,964 3,964 96,492 5,240 101,732 97,768

2057 29 0 34,676 34,676 354,170 19,307 0 373,477 338,801 2057 29 0.27 9,505 9,505 97,076 5,292 102,368 92,863

2058 30 0 48,313 48,313 370,155 20,247 0 390,402 342,090 2058 30 0.26 12,733 12,733 97,555 5,336 102,891 90,158

2059 31 0 11,902 11,902 386,383 21,203 0 407,586 395,684 2059 31 0.25 3,016 3,016 97,915 5,373 103,289 100,272

2060 32 0 62,364 62,364 402,859 22,176 0 425,034 362,670 2060 32 0.24 15,196 15,196 98,164 5,404 103,568 88,371

2061 33 0 63,809 63,809 402,859 22,176 0 425,034 361,225 2061 33 0.23 14,950 14,950 94,389 5,196 99,584 84,634

2062 34 0 56,826 56,826 402,859 22,176 0 425,034 368,208 2062 34 0.23 12,802 12,802 90,758 4,996 95,754 82,952

2063 35 0 45,614 45,614 402,859 22,176 0 425,034 379,421 2063 35 0.22 9,881 9,881 87,268 4,804 92,071 82,190

2064 36 0 69,430 69,430 402,859 22,176 0 425,034 355,604 2064 36 0.21 14,462 14,462 83,911 4,619 88,530 74,068

2065 37 0 25,020 25,020 402,859 22,176 0 425,034 400,014 2065 37 0.20 5,011 5,011 80,684 4,441 85,125 80,114

2066 38 0 34,589 34,589 402,859 22,176 0 425,034 390,445 2066 38 0.19 6,661 6,661 77,580 4,270 81,851 75,190

2067 39 0 4,714 4,714 402,859 22,176 0 425,034 420,320 2067 39 0.19 873 873 74,597 4,106 78,703 77,830

2068 40 0 13,502 13,502 402,859 22,176 0 425,034 411,532 2068 40 0.18 2,404 2,404 71,728 3,948 75,676 73,272

2069 41 0 62,618 62,618 402,859 22,176 0 425,034 362,417 2069 41 0.17 10,720 10,720 68,969 3,796 72,765 62,045

2070 42 0 79,613 79,613 402,859 22,176 0 425,034 345,422 2070 42 0.16 13,105 13,105 66,316 3,650 69,967 56,861

2071 43 0 96,226 96,226 402,859 22,176 0 425,034 328,808 2071 43 0.16 15,231 15,231 63,766 3,510 67,276 52,045

2072 44 0 116,185 116,185 402,859 22,176 0 425,034 308,850 2072 44 0.15 17,683 17,683 61,313 3,375 64,688 47,005

2073 45 0 165,638 165,638 402,859 22,176 0 425,034 259,397 2073 45 0.15 24,240 24,240 58,955 3,245 62,200 37,960

2074 46 0 13,899 13,899 402,859 22,176 0 425,034 411,136 2074 46 0.14 1,956 1,956 56,687 3,120 59,808 57,852

2075 47 0 34,549 34,549 402,859 22,176 0 425,034 390,485 2075 47 0.14 4,674 4,674 54,507 3,000 57,507 52,833

2076 48 0 52,628 52,628 402,859 22,176 0 425,034 372,407 2076 48 0.13 6,847 6,847 52,411 2,885 55,296 48,449

2077 49 0 32,883 32,883 402,859 22,176 0 425,034 392,152 2077 49 0.13 4,113 4,113 50,395 2,774 53,169 49,055

2078 50 0 93,420 93,420 402,859 22,176 9,396,547 9,821,581 9,728,162 2078 50 0.12 11,237 11,237 48,457 2,667 1,130,233 1,181,357 1,170,120

合　計 1,498,206 1,928,918 3,427,124 12,587,527 465,143 9,396,547 22,449,217 19,022,093 合　計 1,178,590 522,026 1,700,616 3,092,545 -8,624 1,130,233 4,214,154 2,513,538

※上記の費用便益計算表の合計値を有効数字3桁（億円）に丸めた数値が分析結果となっている。

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後


